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外科医にお聞きしました
 がんは、早めに見つけて早く治しましょう

  寺村　康史さん
彦根市立病院副院長（がん相談支援センター所長）

　私は、これまで多くのがん患者の手術を行っ
てきましたが、最近、がん患者が増えている実
感があります。
　特に、乳がんは急激に増えていて、年代もさ
まざまです。自分で見つけてこられる人もかな
りあります。「しこり」そのものの大きさが、2
センチメートルまでのものが見つけられたらじゅうぶんです。ちゃんと
した自己検診の方法で行えば、1 センチメートルのものも見つけること
ができます。しこりの大きさが 2 センチメートルを超えない場合の 5 年
生存率は 90％を越え、１センチメートルであれば 95％を超えています。
　早ければ早いほど、生存率も高いし、手術や治療による負担も少なく
て済みます。大腸がんも増えていますね。過去は、胃がんの手術が多かっ
たのに、最近は大腸がんの方が多いです。胃や大腸のがんの場合、早期
だとお腹を開けずに内視鏡でがんを切除することもあります。がんは、
早く見つけて早く治す時代。がん検診を受けてください。

　がん検診
明日を生きるあなたのために

増
え
続
け
て
い
る
「
が
ん
」

　　

彦
根
市
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

滋
賀
県
や
全
国
と
同
様
に
、
男
女
と
も
死

亡
者
全
体
の
３
割
前
後
を
占
め
、
死
亡
原

因
の
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
左
図
の
と

お
り
平
成
21
年
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数

は
、
昭
和
55
年
に
比
べ
る
と
約
２
・
２
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か

り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
が
原
因
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。　

　　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
加
え
、
法
整
備
を

求
め
る
患
者
団
体
・
国
民
の
声
の
高
ま
り

を
背
景
に
、
国
は
平
成
19
年
に
が
ん
対
策

基
本
法
を
施
行
し
、「
が
ん
対
策
基
本
計

画
」
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

平
成
24
年
ま
で
に
が
ん
検
診
の
受
診
率
を

50
％
以
上
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
に

　

が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
人
が
、
そ

の
理
由
と
し
て
よ
く
挙
げ
る
も
の
に

「
何
か
あ
れ
ば
病
院
に
行
け
ば
い
い
」
と

い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自

覚
症
状
が
現
れ
て
か
ら
受
診
し
て
い
て

は
遅
い
の
で
す
。

　

左
図
は
、
大
腸
が
ん
が
見
つ
か
っ
た

人
の
発
見
時
の
進
行
状
態
を
病
院
受
診

の
き
っ
か
け
別
に
分
け
て
表
し
た
も
の

で
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
大
腸
が
ん
検
診
を

受
診
し
た
結
果
、
精
密
検
査
が
必
要
と

が
、受
診
率
は
あ
ま
り
伸
び
て
い
ま
せ
ん
。

　

受
診
率
向
上
の
た
め
、
彦
根
市
で
は
平

成
21
年
度
か
ら
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」（
左
の
写
真
）を
配
布
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

の
対
象
で
あ
る
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

で
も
、
受
診
率
は
25
％
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▲一定年齢の国民を対象に、
子宮がん検診、乳がん検
診、大腸がん検診の「無
料クーポン券（上の写真）」
と、がんをわかりやすく
解説した「検診手帳」を
配布しています。

な
っ
て
病
院
受
診
し
、
が
ん
が
発
見
さ
れ

た
人
の
う
ち
、
が
ん
の
８
割
近
く
は
早
期

が
ん
で
し
た
。
一
方
、
自
覚
症
状
が
あ
っ

て
か
ら
、
病
院
受
診
し
た
場
合
は
、
過
半

数
が
進
行
が
ん
と
い
う
状
況
で
す
。
検
査

で
発
見
で
き
る
が
ん
は
最
小
で
１
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
程
度
で
す
が
、
そ
の
後
た
っ
た

１
年
半
で
進
行
が
ん
と
言
わ
れ
る
２
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
に
成
長
し
ま
す
。

　

検
診
を
１
～
２
年
に
１
回
定
期
的
に
受

診
す
る
こ
と
で
、　

早
期
が
ん
発
見
の
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
発
見
が
早
い
と
治

療
に
か
か
る
時
間
や
体
へ
の
負
担
、
治
療

に
か
か
る
費
用
の
負
担
な
ど
も
軽
く
て
済

み
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
☎
24
‐

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
‐
５
８
７
０
番 写真　検診車内でのモデル撮影（胃がん検診の様子）

▲出所　「滋賀県衛生科学センターだより　No.5」（平成20年）
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今
の
暮
ら
し
と
将
来
の
た
め
に

　

〜
子
宮
頸
が
ん
検
診
〜

福
本　

愛あ
い

さ
ん
（
34
歳
）

　

昨
年
、
夫
と
２
人
で
お
店
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
る
と
き
に
「
今
後
は
２
人
と
も
健
康

で
あ
る
こ
と
が
大
事
だ
よ
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
子
宮
が
ん

の
検
診
を
受
け
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
娘
も
い
る
の
で
、「
彼
女
た
ち
の
お

手
本
に
も
な
れ
ば
」
と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。

　

過
去
に
、
心
電
図
を
検
診
車
で
受
け
た

経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
検
診
車
へ
の
抵
抗

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

集
団
検
診
は
オ
ー
プ
ン
な
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
検
診
自
体
が
す
ぐ
に
終
わ
っ
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

初
め
て
の
検
診
な
の
で
多
少
の
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
「
異
常
な
し
」

で
し
た
。安
心
感
を
得
た
と
い
う
よ
り「
何

も
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
定
期
的

に
受
け
て
い
こ
う
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
元
気
だ
か
ら
」「
ま
だ
ま
だ
若
い
か
ら
」

「
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
考
え

方
を
少
し
変
え
て
、
今
の
暮
ら
し
や
将
来

の
た
め
に
も
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
自
身
と
家
族
や
大
切
な

方
の
た
め
に
〜
乳
が
ん
検
診
〜

Ｎ
・
Ｋ
さ
ん
（
41
歳
）

　　

昨
年
、
彦
根
市
か
ら
無
料
ク
ー
ポ
ン
が

届
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
受

診
し
ま
し
た
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
の

診
察
を
待
っ
て
い
る
間
は
と
て
も
不
安
で

し
た
。
女
性
の
先
生
で
私
が
初
め
て
受
診

す
る
の
を
知
っ
て
、
と
て
も
気
遣
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
検
査
は
、
少
し
痛
か
っ

た
の
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り

ま
し
た
。
痛
さ
は
個
人
差
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　

視
触
診
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
の

チ
ェ
ッ
ク
で
す
ぐ
に
終
わ
り
、
自
己
検
診

の
仕
方
も
教
わ
り
ま
し
た
。
検
診
結
果
は

異
常
な
く
、
安
心
し
ま
し
た
。
定
期
的
に

受
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　〜乳がん経験者からのメッセージ〜

大切な家族のため、自分の夢をあきめないため、がん検診を

　菊井　津多子さん（乳がん患者の会あけぼの滋賀代表）

　「これって何？まさか乳がん？」37 歳のとき、ふと乳房を触ったときに
「しこり」を見つけました。あの時の感触と驚きは今でも覚えています。
　でも、「まさか私ががんになんかなるわけない」という根拠のない思い込
みと、「がん = 死」という恐怖でなかなか病院に行けませんでした。その後、
検査で乳がんはかなり進行していたことが判明しましたが、がん医療の進歩
のおかげで発見から 19 年たった今日まで元気に暮らしています。
　患者の会の代表として、多くのがん患者さんを見てきました。がん検診で
がんが見つかった人も、がんがわかったときの衝撃は変わりませんが、手術
も治療も簡単で、体力的、精神的な回復も早く、社会復帰もスムーズで、健
康な人と変わらない生活を送っていらっしゃいます。
　「マンモグラフィ検診は痛いから行かない」「暇がないから行かない」という声を聞きます。私もがんに
なる前だったらそんなのんきなことを言っていたかもしれません。
　がんは一瞬にして、人生の夢を奪ってしまいかねません。私たちはひとりで生きているのではありませ
んね。夫、子ども、兄弟姉妹、両親がいます。家族のためにも定期的にがん検診を受けましょう。「がん
＝死」は昔の話です。確かにがんは怖い病気ですが、早く見つければ決して怖い病気ではありません。大
切な家族のため、自分の夢をあきらめないため、がん検診を受けましょう。

患者数は、がんの中で最多

　彦根市の死亡順位では、肺がんに次いで 2 位
ですが、患者数は一番多いのです。
　死亡者数は、50 歳代を境に増えます。早期
発見であれば、５年生存率は 99％です。

集団検診の内容
問診、胃部エックス線検査（バリウム検
査）

料金　900 円
対象　40 歳以上

がんの中で死亡率　第 1 位

死亡者数は 40 歳から増加し、高齢ほど高い
のです。

集団検診の内容
　問診、胸部エックス線検査
料金　200 円 (65 歳以上は結核健康診断

も兼ねるので無料）
対象　40 歳以上

20 〜 40 歳代前後に多い

初期の子宮頸
けい

がんは、自覚症状がありません。

集団検診の内容
　【検診受診の間隔は 2 年に１回】
　問診、子宮頸部細胞診
料金　900 円
対象　20 歳以上

受
け
ま
し
ょ
う
、
が
ん
検
診

女性のがんの罹患率でトップ

特に40歳代後半から50歳代が多いのです。

集団検診の内容
　【検診受診の間隔は 2 年に１回】

問診、視触診・マンモグラフィ検査（エッ
クス線検査）

料金　40 歳以上　1,400 円
　　　50 歳以上　1,000 円
対象　40 歳以上
※マンモグラフィ検査

乳房を挟んで薄く均一に広げて撮影すること
ができる乳腺・乳房の専用レン
トゲン検査。少ない放射線の量
で検査を受けることができます。

男女ともに増加傾向

　大腸がんにかかる割合（罹
り

患
かん

率）は、50 歳代
から増加しはじめ、高齢になるほど高くなりま
す。罹患・死亡率ともに
女性より男性の方が約 2
倍高いのです。

集団検診の内容
問診、便潜血反応検
査（２日間採便）

料金　500 円
対象　40 歳以上

　乳・子宮頸がん検診は医療機関でも受診できます。医療機関で受診する場合の詳細や集団検診の日程
は、22ページをご覧になるか、広報ひこね５月15日号と一緒に配布した冊子「健康診査・検診の日程
のご案内」をご覧ください。

　彦根市が集団で実施している「がん検診」の概要です。（対象は平成 25 年 3 月末時点の年齢）

が
ん
は
生
活
習
慣
病
で
す

　

が
ん
細
胞
は
、
細
胞
の
老
化
に
よ
り
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
体
は
、
毎
日
新
し
い
細

胞
と
古
い
細
胞
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
生
じ
て
し
ま
っ
た
突
然
変
異
の
細

胞
（
が
ん
細
胞
）
が
生
き
残
っ
た
場
合
、
細
胞

分
裂
を
繰
り
返
し
て
が
ん
と
し
て
成
長
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
が
ん
細
胞
を
作
る
最
大
の
原
因
は
、
た

ば
こ
で
す
が
、
飲
酒
や
肥
満
も
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
検
診
を
受
け
る
と
と
も
に
、
禁
煙
や

肥
満
予
防
に
も
努
め
ま
し
ょ
う
。

受
診
者
の
声

大腸胃

乳肺

子宮頸
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す
。

日
時　

６
月
29
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
～
同
11
時
30
分

場
所　

第
２
委
員
会
室
（
市
役
所

５
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

福
祉
有
償
運
送
の
登
録
に

か
か
る
申
請
の
ご
案
内

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
要
介
護

認
定
者
や
身
体
障
害
者
な
ど
の
外

出
時
に
支
援
が
必
要
な
人
を
車
を

使
っ
て
、
有
償
で
移
送
で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
有
償
運

送
）
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、「
道

路
運
送
法
」
に
基
づ
き
、
運
輸
支

局
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、「
彦
根
市
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
」
の
合
意
が
必

要
で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、

期
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
日　

６
月
29
日
㈮　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
７
月
下
旬

～
８
月
上
旬
に
開
催
予
定
の

「
彦
根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営

協
議
会
」
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど

▼
清
掃
活
動
が
し
や
す
い
服
装

で
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
タ
オ
ル
な
ど
は
各
自
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
場
は
、
ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

▼
清
掃
場
所
ま
で
は
、
送
迎
バ

　
　

ス
を
配
車
し
ま
す
。

▼
雨
天
の
場
合
、
当
日
午
前
７

時
30
分
に
実
施
の
有
無
を
決

定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

第
５
回
彦
根
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会

　

ご
み
減
量
化
と
再
資
源
化
を
進

め
る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す

る
審
議
会
で
す
。
会
議
は
公
開
で

行
わ
れ
、
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
排
出
抑
制

と
再
資
源
化
の
具
体
的
な
対
策
や

目
標
設
定
の
検
討
な
ど
を
行
い
ま

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す

　

４
月
か
ら
「
児
童
手
当
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
子
ど
も
手

当
」
は
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

３
月
分
ま
で
「
子
ど
も
手
当
」

を
受
給
し
て
い
た
市
内
在
住
の
人

で
、
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の

数
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
引
き

続
き
「
児
童
手
当
」
の
４
～
５
月

分
を
受
給
で
き
ま
す
が
、
６
月
分

以
降
の
「
児
童
手
当
」
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

６
月
上
旬
～
中
旬
に
、
対
象
者

に
は
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
、必
要
事
項
を
書
い
て
、６

月
29
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
公
務
員
は
勤
務
先
で
の
手

続
き
と
な
り
ま
す
）

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
て
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
手
当
の

振
込
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

単
身
赴
任
な
ど
の
理
由
で
、
子

ど
も
と
別
居
し
て
い
る
人
や
、
１

月
２
日
以
降
に
市
内
に
転
入
し
た

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
添
付
書
類
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
送
付
す
る

案
内
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

保
険
年
金
課
、
支

所
、
各
出
張
所

※
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
同

封
の
返
送
用
封
筒
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金

課
年
金
係
☎
30-

６
１
３
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番

「
び
わ
湖
の
日
」
一
斉
清
掃

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
関
係
団
体
な
ど
の
協
力

に
よ
り
、
彦
根
市
と
滋
賀
県
が
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
私
た
ち
の

ま
ち
彦
根
の
環
境
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
に
、
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
24
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
同
11
時
（
清
掃
活
動
は

午
前
10
時
～
同
11
時
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～

清
掃
場
所

　

①
大
藪
浜
～
八
坂
北
湖
岸　

　

②
犬
上
川
両
岸　

　

③
八
坂
町
湖
岸

　

④
須
越
浜

　

⑤
三
津
屋
浜

集
合
場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
（
野
瀬
町
）

注
意
事
項　

　

▼
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局（

障
害
福
祉
課
内
）

☎
27-
９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

急
病
の
と
き
は

休
日
急
病
診
療
所
へ

　

日
曜
日
、
祝
日
の
急
病
の
と
き
、

ま
ず
は「
彦
根
休
日
急
病
診
療
所
」

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

（
受
付
は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

（
平
田
町
）　

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
休
日
急
病

診
療
所
☎
22-

１
１
１
９
番

彦
根
休
日
急
病
診
療
所

彦根休日急病診療所

中央中学校

平田小学校 平田幼稚園

N

ベ
ル
ロ
ー
ド

八
丁
目
南
北
通
り

戸賀町西

平田町西

くすのき通り戸賀町

平田町
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▼
高
校
生
の
部　

創
作
・
随
想
・

紀
行
文

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
30

枚
以
内
（
作
文
に
限
り
小
学
生

は
３
～
５
枚
、
中
学
生
は
５
枚
程

度
で
も
可
。
作
文
以
外
は
ワ
ー
プ

ロ
原
稿
に
よ
る
応
募
も
可
。
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
Ａ
４
サ
イ

ズ
横
に
、
40
字
×
25
行
で
印
字
し
、

原
稿
用
紙
換
算
枚
数
を
表
記
す

る
）
で
縦
書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の
。
た
だ

し
、
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

に
自・

校・

内・

の
「
文
芸
部
誌
」「
生

徒
会
誌
」「
学
校
新
聞
」「
図
書

館
報
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
作

品
は
可
。

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）

④
ふ
り
が
な
⑤
住
所
⑥
性
別

⑦
年
齢
⑧
電
話
番
号
⑨
学
校

名
⑩
学
年
を
書
い
た
別
紙
を

　

し
た
部
門
で
の
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟

橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
50

万
円
、佳
作
（
１
人
）
に
は
賞
状

と
舟
橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副

賞
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し

ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
７
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

応
募
資
格　

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
小
・
中
学
生

▼
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐

阜
、
三
重
、
石
川
、
富
山
、
愛

知
、
静
岡
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
高
校
生

募
集
作
品　

　

▼
小
学
生
の
部　

作
文

▼
中
学
生
の
部　

紀
行
文
・
作

文

応
募
資
格　

昭
和
56
年
９
月
７
日

か
ら
平
成
６
年
９
月
８
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

募
集
作
品　

小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・

評
論

※
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１

人
１
編
に
限
り
ま
す
。

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
50
枚

以
内
（
随
筆
は
10
枚
以
内
で
も
可
。

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
Ａ
４

サ
イ
ズ
横
に
、
40
字
×
25
行
で
印

字
し
、
原
稿
用
紙
換
算
枚
数
を
表

記
す
る
）
で
縦
書
き

※
自
作
未
発
表
の
も
の

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
①

部
門
②
題
名
③
氏
名
（
本
名
）

④
ふ
り
が
な
⑤
住
所
⑥
性
別
⑦

年
齢
⑧
生
年
月
日
⑨
電
話
番
号

を
書
い
た
別
紙
を
つ
け
る
（
学

生
は
、
学
校
名
と
学
年
を
書
く
こ

と
）

※
今
ま
で
に
入
賞
（
佳
作
は
除
く
）

第
24
回  

青
年
文
学
賞

第
27
回  

文
学
奨
励
賞

　

故
舟
橋
聖
一
さ
ん
（
下
の
写
真
）
は
、名
作
「
花
の
生
涯
」
で
彦

根
を
広
く
世
に
伝
え
た
こ
と
か
ら
、昭
和
39
年
に
名
誉
市
民
の
称
号

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
舟
橋
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
後
、ご
遺
族
か
ら
の

寄
付
に
よ
り
基
金
を
設
置
し
、全
国
か
ら
募
集
し
た
優
れ
た
文
学
作

品
に
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、

彦
根
市
に
帰
属
す
る
も
の
と

し
ま
す
。

応
募
先　

〒
５
２
２-

０
０

０
１　

尾
末
町
８-

１ 

「
舟

橋
聖
一
記
念
文
庫
」
事

務
局
（
市
立
図
書
館
内
） 

に
郵
送
か
、
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
封
筒
の
表
に
「
舟
橋
聖
一
顕

彰
青
年
文
学
賞
（
ま
た
は
文

学
奨
励
賞
）
応
募
作
品
在
中
」

と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局

☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

０
３
０
０
番

つ
け
る
こ
と

※
今
ま
で
に
第
１
席
に
入
賞
し
た

各
部
（
小
・
中
学
生
・
高
校
生
）

で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟
橋

聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
と
し

て
図
書
カ
ー
ド
（
小
学
生
の
部

＝
第
１
席
２
万
円
、
第
２
席
１
万

円
、
第
３
席
５
千
円　

中
学
生
の

部
＝
第
１
席
３
万
円
、
第
２
席
２

万
円
、
第
３
席
１
万
円　

高
校
生

の
部
＝
第
１
席
５
万
円
、
第
２
席

３
万
円
、
第
３
席
２
万
円
相
当
）

を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
７
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

第
15
回

議
場
コ
ン
サ
ー
ト

　

６
月
定
例
会
の
開
会
日

に
、
議
場
に
お
い
て
、
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
９
時
か
ら

６
月
定
例
会
の
本
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
６
月
11
日
㈪　

午
後

１
時
～

場
所
彦
根
市
議
会
議
場

（
市
役
所
５
階
）

出
演　

淡お
う

海み

琴き
ん

佑ゆ
う

会か
い

内
容　

大
正
琴
の
演
奏

曲
目　

故
郷
、
星
影
の
ワ

ル
ツ
、
琵
琶
湖
周
航
の

歌　

ほ
か

申
込　

申
込
不
要
で
す
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会

事
務
局
☎
30-

６
１
３

０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９

０
６
番　

舟
橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞

た
場
合

▼
１
階
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や

耐
震
ベ
ッ
ド
な
ど
、
建
物
が

倒
壊
し
て
も
、
一
時
的
に
安

全
が
確
保
で
き
る
空
間
を
設

け
た
場
合

　

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

建
築

指
導
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

る
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査

費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す

　

建
築
物
の
柱
や
天
井
に
次
の
写

真
の
よ
う
な
吹
付
け
材
が
施ほ

ど
こ

さ
れ

て
い
る
場
合
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す

木
造
住
宅
の
耐
震
を

支
援
し
ま
す

♦
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

　

建
物
が
地
震
に
対
し
て
安
全
か
、

ま
た
、
ど
の
部
分
が
弱
い
の
か

を
無
料
で
診
断
し
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

募
集
棟
数　

40
棟
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

建
築
指
導
課
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
建
築
年
月
日
が
分
か
る
書

類
（
確
認
申
請
書
副
本
、
固
定
資

産
税
課
税
明
細
書
の
写
し
な
ど
）

を
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
既
存
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　

建
物
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

と
き
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
、

耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
診
断

さ
れ
た
住
宅

　

ま
た
、
建
物
全
体
を
耐
震
改

修
す
る
以
外
に
、
次
の
場
合
も

対
象
に
な
り
ま
す
（
戸
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）

▼
１
階
部
分
の
み
耐
震
補
強
し

る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
指
導
課

☎
30-

６
１
２
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

局
地
的
大
雨
に

備
え
ま
し
ょ
う

 　

近
年
、
全
国
的
に
多
発
し
て
い

る
局
地
的
大
雨
に
よ
り
、
道
路
や

低
い
土
地
で
の
浸
水
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
局
地
的
大
雨
に
、

現
在
の
設
計
基
準
で
整
備
し
た
水

路
や
側
溝
で
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か

ら
正
確
な
気
象
情
報
を
収
集
、
共

有
す
る
な
ど
し
て
、
個
人
、
家
庭
、

地
域
で
、
自
ら
が
自
ら
を
守
る
こ

と
（
自
助
）
や
お
互
い
の
援
助
（
共

助
）
に
よ
り
、
局
地
的
大
雨
に
対

し
て
予
想
さ
れ
る
事
態
へ
の
備
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

▶
出
所　

国
土
交
通
省
資
料
「
目
で
見
る

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
レ
ベ
ル
１
」

発
掘
調
査
成
果
展

〜
竹
ヶ
鼻
廃
寺
遺
跡
発
掘
〜

　　　
「
竹
ヶ
鼻
廃
寺
遺
跡
」
は
、
市

内
で
最
も
古
い
古
代
寺
院
の
一
つ

で
、
寺
院
廃
絶
後
に
は
犬
上
郡ぐ

ん

衙が

（
古
代
の
役
所
）
か
、
こ
れ
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
施
設
が
営
ま
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
約
２
か
月
ご
と
に
市
内

の
各
遺
跡
・
調
査
の
成
果
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈯
～
７
月
25
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

開
国
記
念
館
（
金
亀
町
）

の
ロ
ビ
ー

展
示
内
容　

発
掘
調
査
で
出
土
し

た
銅ど

う

匙さ
じ

・
古
瓦
・
土
器

入
館
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26
‐
５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
５
８
９
９
番

登
録
し
ま
し
ょ
う

銃
砲
刀
剣
類

　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と
し
て
の

火
縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類

は
、「
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締

法
」
に
よ
り
登
録
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
が

さ
れ
て
い
な
い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、

他
人
へ
の
譲
渡
は
も
ち
ろ
ん
、
所

持
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
審
査
の
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

日
時
と
場
所　

▼
６
月
14
日
㈭　

大
津
合
同
庁
舎

７
Ｂ
会
議
室（
大
津
市
松
本
一
丁

目
）　

▼
10
月
25
日
㈭　

文
化
産
業
交

流
会
館
第
２
会
議
室
（
米
原
市

下
多
良
二
丁
目
）　

▼
平
成
25
年
２
月
14
日
㈭　

大
津

合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

午
後
３
時
で
す
。

登
録
希
望
者
の
持
ち
物　

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
、

３
０
０
円
）
ま
た
は
再
交
付
手

数
料
（
１
件
に
つ
き
３
、
５
０
０

円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番
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子
育
て
講
座

子
ど
も
の
急
病
や
け
が

へ
の
対
応

〈
内
容
〉医
師
な
ら
で
は
の
病
気
の

見
分
け
方
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
病
院

に
か
か
る
と
き
の
病
状
の
伝
え
方

な
ど
を
小
児
科
の
医
師
か
ら
学
び

ま
す
。　
〈
日
時
〉６
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
～
同
11
時
30
分　
〈
場

所
〉子
ど
も
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
０
～
３
歳
の

子
ど
も
の
保
護
者　
〈
定
員
〉25
人

（
先
着
順
）　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具  

〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
託
児
〉
20
人

（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
６
月
５

日
㈫
～
同
15
日
㈮　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　

 

〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎

28-

１
５
８
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３

６
４
６
番　
※
電
話
か
直
接
窓
口
へ

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

星
空
教
室
（
部
分
月
食
）

〈
内
容
〉部
分
月
食
を
観
察
し
ま
す
。

予
備
日
は
土
星
を
中
心
に
初
夏
の

夜
空
を
観
望
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉

６
月
４
日
㈪　

午
後
７
時
～
同
９

時
30
分
（
予
備
日　

６
月
５
日
㈫
）

　

※
悪
天
候
等
の
場
合
は
、
４
日

は
延
期
、
５
日
は
中
止
に
な
り
ま

す
の
で
、
午
後
４
時
頃
に
開
催
の

有
無
を
確
認
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。　
〈
場
所
〉子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
天
文
に
興
味

の
あ
る
人　
〈
参
加
費
〉
小
学
生

以
上
は
１
人
３
０
０
円　
〈
問
い

合
わ
せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎

28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
申
込
不
要
で
す
。

開
始
時
間
ま
で
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

企
画
・
運
営
メ
ン
バ
ー

〈
内
容
〉10
月
14
日
㈰
に
開
催
す
る

「
彦
根
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
子
ど
も
が
中
心
に
な
っ

て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
手
作

り
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の

企
画
・
運
営
を
行
う
「
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
」の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。　
〈
対
象
〉
▼

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

市
内

の
小
学
４
年
生
～
中
学
生
で
、
月

１
～
２
回
程
度
活
動
に
出
席
で
き

る
人
（
当
日
の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
委
員　

月
１
回
程
度
の
会

議
に
参
加
し
、
意
欲
を
持
っ
て
事

業
の
企
画
・
実
施
に
取
り
組
め
る

人
（
原
則
、高
校
生
以
上
）　
〈
参
加

費
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉
６
月

１
日
㈮
～
同
22
日
㈮　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
直
接
窓

口
へ

夏
休
み
期
間
中
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
対
象
〉
働
い
て
い
る
な
ど
の
事

情
で
、
昼
間
に
保
護
者
が
い
な
い
、

原
則
小
学
１
～
３
年
生　
〈
開
設

期
間
〉
７
月
23
日
㈪
～
８
月
27
日

㈪
（
休
室
日
は
、
日
曜
日
、　

８
月

13
日
㈪
～
同
16
日
㈭
）　
〈
場
所
〉各

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

※
河
瀬
小

学
校
は
人
権
福
祉
交
流
会
館
で
開

催
予
定　
〈
負
担
金
〉月
～
金
曜
日

の
利
用
は
１
万
円
、
月
～
土
曜
日

の
利
用
は
１
万
２
千
円　

※
い
ず

れ
も
一
人
当
た
り
の
費
用　
〈
そ

の
他
〉
場
所
、
定
員
は
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
定
員
を
す
で
に
上
回
っ
て
い

る
ク
ラ
ブ
は
募
集
し
ま
せ
ん
。　

〈
申
込
用
紙
配
布
開
始
日
〉６
月
６

日
㈬　
〈
申
込
期
間
〉６
月
11
日
㈪

～
同
22
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

子
育
て
支
援
課
☎
23
‐

９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
１
７
６

８
番　

※
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
あ
る
「
入
会
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、「
就
労
証
明
書
」

な
ど
必
要
書
類
を
添
付
し
、
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

「
愛
ら
ぶ
カ
レ
ン
ダ
ー
」

掲
載
写
真

〈
内
容
〉
平
成
25
年
版
の
「
愛
ら

ぶ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
暮
ら
し
の
中
の
「
愛
・

命
・
絆
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真

を
募
集
し
ま
す
。　
〈
対
象
〉市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
〈
申

込
期
間
〉
６
月
１
日
㈮
～
同
29
日

㈮（
必
着
）　
〈
応
募
条
件
〉①
写
真

は
白
黒
、
カ
ラ
ー
の
ど
ち
ら
で
も

可
。
大
き
さ
は
Ｌ
判
・
キ
ャ
ビ
ネ

版
・
２
Ｌ
相
当
（
１
７
８
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
×
１
２
７
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
と

し
、
組
写
真
は
不
可
。
②
応
募
点

数
は
１
人
３
点
ま
で
。
③
応
募
者

本
人
が
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品

で
、
被
写
体
（
本
人
）
の
了
解
を

得
た
作
品
に
限
り
ま
す
。
④
そ
の

他
に
も
応
募
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。 

〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
人
権
教

育
課
「
愛
ら
ぶ
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載

写
真
募
集
係
」（
〒
５
２
２-

０
０
０

１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９

７
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０

番　

※
応
募
用
紙
は
、
総
合
案
内

（
市
役
所
１
階
）、
教
育
委
員
会
窓

口
（
教
育
委
員
会
２
階
）、支
所
、各

出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

写
真
に
貼
り
付
け
、
郵
送
か
直
接

窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

人
権
問
題
通
信
講
座

〈
学
習
方
法
〉
７
か
月
間
、毎
月
１

冊
の
ペ
ー
ス
で
テ
キ
ス
ト
を
送
り

ま
す
。
読
ん
だ
後
、
同
封
の
用
紙

に
感
想
、
質
問
、
意
見
な
ど
を
書

い
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り

返
し
運
営
委
員
か
ら
返
事
を
差
し

上
げ
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
〈
受
講
期
間
〉７

月
～
平
成
25
年
１
月　
〈
対
象
〉市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人  

※

原
則
と
し
て
、
過
去
３
年
間
に
本

講
座
を
受
講
し
た
人
は
除
く
〈
定

員
〉
70
人
（
先
着
順
）　
〈
受
講
料
〉

無
料　
〈
申
込
期
限
〉６
月
22
日
㈮

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育

委
員
会
人
権
教
育
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９
７
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１

９
０
番　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
、
は
が
き

に
①
住
所
②
氏
名
③
年
代
（
20
歳

代
、30
歳
代
な
ど
）
④
電
話
番
号
を

書
い
て
郵
送

ホ
タ
ル
の
観
察
会

〈
内
容
〉
講
師
か
ら
ホ
タ
ル
の
生

態
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
屋

外
で
ホ
タ
ル
を
観
察
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉６
月
９
日
㈯　

午
後
７
時

～
同
９
時　

※
晒さ

ら
し

庵あ
ん

（
中
藪
町
）

に
午
後
６
時
50
分
ま
で
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。　
〈
場
所
〉
晒
庵
・

芹
川
周
辺　
〈
定
員
〉
30
人
（
先
着

順
）　
〈
申
込
開
始
日
〉
６
月
１
日

㈮　
〈
参
加
費
〉
１
０
０
円　
〈
そ

の
他
〉動
き
や
す
い 

服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
天
候
に
よ
り
、
屋

外
観
察
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉「
快
適
環
境
づ
く
り
を
す
す
め

る
会
」
事
務
局
（

生
活
環
境
課

内
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
27-

０
３
９
５
番　

※
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ

梅
干
し
づ
く
り
体
験

〈
内
容
〉
地
域
で
採
れ
た
食
材
の

加
工
を
体
験
し
、
地
産
地
消
や
伝

統
食
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
、

梅
干
し
づ
く
り
体
験
を
２
回
コ
ー

ス
で
行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉①
塩

漬
け　

７
月
１
日
㈰
、
②
赤
じ
そ

漬
け　

７
月
7
日
㈯　

①
・
②
い

ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30

分　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ

ね
（
清
崎
町
）　
〈
定
員
〉
20
組
（
先

着
順
）　

※
親
子
も
可　
〈
申
込
期

間
〉
６
月
１
日
㈮
～
同
15
日
㈮　

〈
参
加
費
〉
１
組
２
千
円　
〈
持
ち

物
〉
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３
９
０
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
電

話
か
、
①
申
込
者
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
参
加
人
数
（
あ
れ
ば

大
人
と
子
ど
も
の
内
訳
）
を
書
い
て

Ｆ
Ａ
Ｘ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）

〈
内
容
〉聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
支
援
し

ま
す
。
障
害
者
福
祉
の
概
要
や
手

話
通
訳
の
基
礎
的
な
こ
と
を
理
解

し
、
手
話
で
自
分
の
考
え
や
意
見

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
伝
え
ら
れ
、
聴

覚
障
害
者
と
自
由
に
会
話
が
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〈
日
時
〉７
月
12
日
㈭
～
11
月
15
日

㈭　

午
後
7
時
～
同
９
時
（
全
21

講
座
）　
〈
場
所
〉
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
多
目
的
室（
平
田
町
）  〈
対

象
〉次
の
①
・
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人　

①
平
成
22
・
23
年
度

に
開
催
し
た
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
入
門
課
程
」
を
修
了
し
、
そ

の
後
も
継
続
し
て
手
話
の
学
習
ま

た
は
活
動
を
続
け
て
い
る
人　

②

手
話
サ
ー
ク
ル
や
手
話
活
動
が
概

ね
２
年
以
上
あ
る
人
で
、
次
の
項

目
の
条
件
を
満
た
す
人　

⑴
全
課

程
が
履
修
で
き
る
人　

⑵
18
歳
以

上
で
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人　
〈
定
員
〉20
人　

※
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選　
〈
申
込
期
間
〉

６
月
１
日
㈮
～
同
22
日
㈮　
〈
参

加
費
〉
１
、
４
７
０
円
（
教
材
費
）。

催
し
物
へ
の
参
加
費
は
自
己
負
担

〈
そ
の
他
〉
都
合
に
よ
り
、日
程
や

会
場
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

障
害
福
祉
課
（
〒
５
２
２-

０
０

４
１　

平
田
町
５
９
４
）
☎
27-

９

９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６

７
番　

※

障
害
福
祉
課
、
総
合

案
内
（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
出

張
所
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

教
室
開
放
事
業

「
鳴
鶴
書
道
手
習
始
」
講
座

〈
内
容
〉
日く

さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

の
書
に
親

し
み
な
が
ら
、
毛
筆
の
基
本
的
な

筆
づ
か
い
を
学
び
ま
す
。　
〈
日

時
〉
７
月
14
日
㈯
～
９
月
１
日
㈯

の
毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
～
正

午
（
全
８
回
）　
〈
場
所
〉
旭
森
小

学
校
（
東
沼
波
町
）　
〈
対
象
〉
毛
筆

を
基
礎
か
ら
丁
寧
に
学
習
し
た
い

小
学
校
３
年
生
以
上
の
人　
〈
定

員
〉
20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　
〈
申
込
期
間
〉
６
月
１
日

㈮
～
同
15
日
㈮　
〈
参
加
費
〉
１
、

６
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）、

別
途
半
紙
代
は
必
要　
〈
持
ち
物
〉

筆
、
墨ぼ

く

池ち

、
下
敷
き
、
半
紙
、
文ぶ

ん

鎮ち
ん

、
新
聞
紙
１
日
分　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１

　

尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９
７

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③

年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望
講
座
⑥

会
場
校
を
、
返
信
の
表
に
①
住
所

②
氏
名
を
書
い
て
郵
送

俳
句
入
門
講
座

〈
日
時
〉７
月
４
日
～
11
月
21
日
の

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
（
※
８
月
15

日
㈬
は
同
17
日
㈮
に
変
更
）　

午
後

１
時
30
分
～
同
３
時
30
分 　
〈
場

所
〉
俳
遊
館
（
本
町
一
丁
目
）　
〈
対

象
〉成
人
で
俳
句
の
初
心
者　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
講
師
〉
寺

村
滋し

げ
るさ
ん（
前
俳
遊
館
長
）　
〈
申
込

期
間
〉
６
月
６
日
㈬
～
同
20
日
㈬

〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
俳
遊
館
☎
22-

６
８

４
９
番　

※
電
話
（
受
付
時
間
は

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
、
火
曜

日
を
除
く
）

脳
の
健
康
教
室　

説
明
会

「
脳
に
い
い
こ
と
始
め
ま
し
ょ
う
!!
」

〈
内
容
〉
脳
の
健
康
を
目
指
し
て
、

「
脳
の
健
康
教
室
」
を
始
め
ま
す
。

簡
単
な
読
み
・
書
き
・
計
算
で
、
脳

を
い
き
い
き
さ
せ
る
教
室
で
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
〈
日

時
〉
７
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
～

同
11
時
45
分 　
〈
場
所
〉
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
別
館
１
階
集
会
室

（
平
田
町
）　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
の

65
歳
以
上
の
人　
〈
定
員
〉
40
人

（
先
着
順
）　 

〈
そ
の
他
〉「
脳
の
健

康
教
室
」
は
９
月
か
ら
週
１
回
開

催
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
説
明
会

の
当
日
に
行
い
ま
す
。
定
員
は
20

人
で
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
を
行
い
ま
す
。 　
〈
申
込
期
限
〉

６
月
15
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

介
護
福
祉
課
☎
23-

９

６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６

８
番

▲「脳の健康教室」
で使用する教材
（部分）
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名
勝
玄
宮
楽
々
園
内

楽
々
園
建
造
物
「
御
書
院
」

特
別
公
開

〈
内
容
〉
平
成
21
年
度
か
ら
着
手
し
て
き
た
御ご

書し
ょ

院い
ん

棟と
う

の
全
解
体
修
理
が
、３
月
末
に
完
了
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
玄

関
や
御
書
院
内
部
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。　
〈
期
間
〉
６
月
16

日
㈯
～
７
月
１
日
㈰
の
毎
日　
〈
時
間
〉
①
午

前
10
時
～
同
11
時
②
午
前
11
時
～
正
午
③
午

後
１
時
～
同
２
時
④
午
後
２
時
～
同
３
時
⑤

午
後
３
時
～
同
４
時　
〈
場
所
〉楽
々
園（
金
亀

町
）　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人　
〈
定
員
〉
各
回
20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
そ
の
他
〉
６
月

23
日
㈯
、
同
24
日
㈰
は

教
育
委
員
会
文
化
財

課
の
職
員
が
御
書
院
棟
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

駐
車
場
は
、城
内
有
料
観
光
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
園
内
で
の
喫
煙
・
飲
食
・
火
気
使

用
は
禁
止
で
す
。
飼
い
犬
・
飼
い
猫
な
ど
は
、

建
物
内
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。園
内
に
便
所
は
あ

り
ま
せ
ん
。　
〈
申
込
期
限
〉
６
月
11
日
㈪　

午
後
５
時
15
分
（
必
着
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化
財
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
26
‐
５
８
３
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
５
８
９
９
番　

※
往
復
は
が

き
の
往
信
の
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
市
内
に
在
勤
の
人

は
勤
務
先
⑥
希
望
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）
を
、

返
信
の
表
面
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

を
書
い
て
郵
送
。１
枚
の
往
復
は
が
き
で
４
人

ま
で
申
込
可（
希
望
時
間
が
同
一
で
あ
る
こ
と
）

彦
根
市
水
道
事
業
評
価
委
員
会

委
員

〈
内
容
〉
水
道
事
業
の
施
策
や
事

務
事
業
の
事
業
評
価
目
標
に
つ
い

て
、「
施
策
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
」「
目
標
に
対
し
て
ど
の
程

度
達
成
し
て
い
る
か
」
な
ど
を
公

募
市
民
を
含
む
５
人
で
評
価
・
検

討
を
行
い
ま
す
。
委
員
会
で
議
論

さ
れ
た
意
見
は
、「
事
業
評
価
報

告
書
」
に
と
り
ま
と
め
、

情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

〈
任
期
〉委
嘱
日
～
平
成
25
年
３
月

31
日　
〈
活
動
〉会
議
は
年
度
内
に

５
回
程
度
（
全
て
平
日
に
実
施
）　

〈
申
込
期
間
〉６
月
１
日
㈮
～
同
15

日
㈮　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
選

考
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

上
下
水
道
総
務
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
22-

８
４
７
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０

５
４
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

jyogesui-
som

u@
m

a.city.hikone.shiga.
jp　

※
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
応
募
の
動
機
を
書
い

て
、直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
Ａ
４
用
紙
１
枚
に

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉
７
月
８
日
㈰　

午
前
10

時
～
午
後
２
時
（
雨
天
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　 

〈
場
所
〉

彦
根
城
大
手
前
公
園
（
金
亀
町
）　

〈
出
店
料
〉１
ブ
ー
ス
５
０
０
円　

〈
申
込
期
限
〉
７
月
２
日
㈪　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
〒
5
２
２-

０

０
８
８　

銀
座
町
４-

19
、
受
付
時

間
は
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
木
・

日
曜
日
・
祝
日
は
休
み
）
☎
26-

4

８
１
０
番
（
F
Ａ
Ｘ
共
用
）　

※
直

接
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
申
し
込
む
か
、
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥

出
店
希
望
日
を
、
返
信
の
表
面
に

①
住
所
②
氏
名
を
書
い
て
郵
送

【展示部門】
日時　6月8日㈮〜同10日㈰　9：30 〜 17：00
場所　ひこね市文化プラザ　メッセホール棟
展示団体　彦根山草会、押花の会、彦根きりえ研究会、

彦根花道協会、悠
ゆう

弘
こう

流
りゅう

押し絵、深
み

雪
ゆき

アートフ
ラワー、彦根文芸協会、ひこね演劇鑑賞会、彦
根美術工芸協会、一期一会の会、彦根洋画協
会、みずえの会、彦根書友会、東海総合美術家
連盟、彦根写真連盟

※彦根茶道協会呈
てい

茶
ちゃ

席（6月8日㈮〜同10日㈰　
10：00 〜 16：00、有料）もあります。

【舞台部門】
日時　6月10日㈰　12：30 〜 16：30
場所　ひこね市文化プラザ　エコーホール
出演団体　淡

おう

海
み

琴
きん

佑
ゆう

会
かい

、彦根三
さん

曲
きょく

協会、筑
ちく

前
ぜん

琵
び

琶
わ

彦根
旭
きょく

城
じょう

会
かい

、正派若柳流湖粋会、彦根日本舞踊グルー
プ、アイネ・クライネ・ローテ・ボーネ、詩

し

吟
ぎん

朗
ろう

詠
えい

錦
きん

城
じょう

会
かい

彦根支部、都流　彦根九重会、彦根花みづ
木会
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室
　☎ 23-7810、FAX21-3080

文化フェスタ 　2 0 1 2
　彦根文化連盟に加盟する文化団体が、一堂に会して活動を展示・発表します。
彦根ならではの文化・芸術をご鑑賞ください。

入場無料
（呈茶のみ有料）文化フェスタ 　2 0 1 2

市営住宅　入居者　　 

内容　①肥田団地　１戸の入居者（単身可）
　　　②中藪団地　２戸の入居者（世帯）
　　　③ブルーレイク八坂　１戸の入居者募集（世帯）　

申込期間　６月18 日㈪〜同 27 日㈬
入居決定の時期　７月下旬頃
入居できる時期　８月上旬以降
その他　申込の条件がありますので、詳しくはお問

い合わせください。　

申込・問い合わせ先　 住宅管理室☎ 30-6123、
ＦＡＸ 22-1398

※本人または同居（同居予定を含む）の家族が、 住
宅管理室（市役所１階）に申込書などを提出して
ください。
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　4 月から「美
お

味
い

しさの基準は人それぞれ違う」と
いう話を掲載してきたせいか、食べ物にまつわる話
をしてくれる人が周りに増えました。
　その中で気になる質問があったので、お答えしな
がら皆さんにもご紹介したいと思います。
　よくあるのが、「主食は何か？」という質問です。

「食事はパンで始まりパンで終わる。…つまり、ブ
ラジルではご飯や野菜は食べない」というイメージ
が強いようです。
　朝食は、ご飯よりパンを食べる人が多いかもしれ
ませんが、昼食や夕食には野菜もご飯も普通に食べ
ます。
　ただし、日本の白いご飯とはお米の種類も調理方
法も違います。右上の写真は、日本に来る前、友
達の家でごちそうになったある日の昼食です。　
メニューは、左手前から時計回りにキャッサバ芋、

アセロラジュース
（生のアセロラの実
を絞ったジュース）、
サラダ、ピラフと
写真には載ってい
ませんが、シュハ
スコ（肉を焼いたも
の）です。
　ピラフには、炒
めたハヤトウリ、
人参、玉葱、刻みねぎやレーズンが入っています。
お米は細長いインディカ米で、パラパラとした食感
です。
　この日の夕食は、ご飯物はなく、ハムとチーズ
たっぷりのラザーニャ（平たい麺とトマトソースを重
ねたグラタン）でした。
　ブラジル人全員が、私の友達と同じ食事の取り方
をするわけではありませんが、「欧米人はパンばか
り食べている」というイメージはなくしてほしいと
思いつつ、来月は、ブラジルでよく食べられている
パンを紹介する予定です。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

B r a s i l へ
　ようこそ！
B r a s i l へ
　ようこそ！
B r a s i l へ
　ようこそ！

第32回　「ご飯は食べないの？」

第4
1回

消
費
生
活
相
談
窓
口（
市
役
所
１
階
・
生
活
環
境
課
内
）☎
30-

６
１
４
４
番

ラ
イ
タ
ー（
着
火
用
具
）
を
安
全
に
使
う
た
め
に

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
ラ
イ
タ
ー
等
の
販
売
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
23
年
９
月
27
日
以
降
）

１　

本
体
に
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
の
表
示
が
な

い
も
の
は
販
売
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た

　

対
象
商
品
は
、
ラ
イ
タ
ー
や
多
目
的
ラ

イ
タ
ー
（
点
火
棒
）
の
う
ち
、
燃
料
の
容

器
と
構
造
上
一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

容
器
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
用
い
た
も
の
で
す
。

　

購
入
の
際
に
は
、
本
体
に
安
全
基
準
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ

マ
ー
ク
表
示
（
左
の
と
お
り
）
の
有
無
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
の
な

い
製
品
が
市
中
に
出
回

っ
た
と
き
は
、
国
は
製

造
事
業
者
な
ど
に
回
収

な
ど
の
措
置
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
タ
ー
は
、
消
費
生
活
安
全
法
に
よ

っ
て
、
製
造
ま
た
は
輸
入
事
業
者
に
技
術

基
準
適
合
の
自
己
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
、

さ
ら
に
第
三
者
機
関
の
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
「
特
別
特
定
製
品
」
で
す
。

２　

Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
付
き
の
製
品
に
は
チ

ャ
イ
ル
ド
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
機
能
が
付
い

て
い
ま
す

　

子
ど
も
が
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
「
幼
児
対
策
（
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
）」
機
能
の
付
い
て
い
な
い
使
い

捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、
製
造
や
販
売
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
は

　

子
ど
も
が
簡
単
に
操
作
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、「
二
つ
以
上
の
操

作
を
同
時
に
し
な
い
と
点
火
し
な
い
」「
着

火
ス
イ
ッ
チ
が
重
く
、
あ
る
程
度
の
力
を

か
け
な
い
と
押
せ
な
い
」
な
ど
。

３　

ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
事
故
か
ら
子
ど
も

を
守
り
ま
し
ょ
う

①
ラ
イ
タ
ー
は
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
に
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
子
ど
も
に
触
ら
せ
ず
、
火
遊
び
の
危
険

性
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

③
不
要
な
ラ
イ
タ
ー
は
き
ち
ん
と
捨
て
ま

し
ょ
う
。

　

利
用
し
な
く
な
っ
た
ラ
イ
タ
ー
が
不
用

意
に
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

使
い
切
る
か
、ガ
ス
抜
き
を
し
て
、市
の

ル
ー
ル
に
従
っ
て
正
し
く
廃
棄
し
ま
し
ょ

う
。

ボリュームたっぷりのランチ▼

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
を

守
る
切
り
札
で
す
。

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
早
期
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

甲種防火管理
新規講習（前期）

日時　7月18日㈬、同19日㈭
　　　9：00〜16：00 
場所　 消防本部（西今町）　
定員　72人（先着順、 消防本部管

内者を優先) 　
受講料　4,700円（テキスト代を含

む）
申込期間　6月25日㈪〜同29日㈮

8：30〜17：15
申込・問い合わせ先
　 消防本部予防課☎22-0332
　消防署南分署☎43-5670
　消防署北分署☎23-0119
　消防署犬上分署☎38-3130

　

彦
根
市
火
災
予
防
条
例
に
よ

り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
い

ざ
」
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と
作

動
す
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
お
手

入
れ
や
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
警
報
が
鳴
っ
た
と
き
は
》

◆
火
災
の
と
き 

　

大
声
で
周
り
に
火
災
を
知
ら

せ
、
１
１
９
番
通
報
を
し
ま
し
ょ

う
。
可
能
な
ら
消
火
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
、

速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
火
災
で
は
な
い
と
き 

　

火
災
以
外
の
湯
気
や
煙
な
ど
を

感
知
し
て
警
報
が
鳴
っ
た
と
き

は
、警
報
音
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
、

ひ
も
が
つ
い
て
い
る
タ
イ
プ
の
も

の
は
ひ
も
を
引
く
、
ま
た
は
、
室

内
の
換
気
を
す
る
と
警
報
音
は
止

き
ち
ん
と
維
持
管
理
し
て
ま
す
か
？

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

ま
り
、通
常
の
状
態
に
戻
り
ま
す
。

◆
台
所
で
よ
く
鳴
る
場
合
は 

　

煙
や
湯
気
が
直
接
か
か
ら
な
い

場
所
に
警
報
器
の
場
所
を
変
え
る

か
、
熱
式
の
警
報
器
に
取
り
換
え

て
く
だ
さ
い
。

《
点
検
の
方
法
》

　

月
に
１
度
は
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う 

　

警
報
器
に
ホ
コ
リ
が
付
く
と
火

災
を
感
知
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

汚
れ
が
目
立
っ
た
ら
、
乾
い
た
布

で
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
台
所
に
取
り
付
け
た
警

報
器
は
、
油
や
煙
な
ど
で
汚
れ
が

付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
布
に
水

や
せ
っ
け
ん
水
を
浸
し
、
十
分
絞

っ
て
か
ら
汚
れ
を
ふ
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
テ
ス
ト
を
し
ま
し
ょ
う 

　

テ
ス
ト
は
、
ボ
タ
ン
を
押
し
た

り
、
ひ
も
が
つ
い
て
い
る
タ
イ
プ

の
も
の
は
、
ひ
も
を
引
い
て
行
え

ま
す
。
詳
し
く
は
製
品
の
取
扱
説

明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は 

　

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
池
は
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

○
電
池
切
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

○
そ
れ
で
も
鳴
ら
な
い
場
合
は
、

故
障
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
取
扱

説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
電
池
切
れ
か
も 

　

電
池
切
れ
の
時
に
は
音
声
で
お

知
ら
せ
す
る
か
、
ピ
ッ
…
ピ
ッ
…

と
短
い
音
が
一
定
の
間
隔
で
鳴
り

ま
す
の
で
、
新
し
い
電
池
に
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
警
報
器
本
体
の
寿
命
は

　

警
報
器
本
体
の
寿
命
は
、
お
お

む
ね
10
年
で
す
。
設
置
後
10
年
を

目
安
に
交
換
を
お
奨
め
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
日
本
海

彦
根
三
十
五
万
石
大
会

　

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０

年
祭
を
契
機
に
開
催
さ
れ
て
き

た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

日
本
海
の
彦
根
大
会
が
、
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日　

６
月
23
日
㈯
・
同
24

日
㈰　

時
間
・
場
所　

６
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
～
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ

　

稲
枝
支
店

　

同
２
時
～
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

　

同
３
時
～
彦
根
市
役
所

　

同
４
時
～
彦
根
城
大
手
前　

公
園

６
月
24
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
彦
根
駅
前

通
り
（
パ
レ
ー
ド
演
舞
）

同
11
時
～
彦
根
城
大
手
前
公

園
（
ス
テ
ー
ジ
演
舞
）

午
後
６
時
～
彦
根
城
大
手
前

公
園
（
審
査
上
位
チ
ー
ム
に

よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ル
演
舞
）

そ
の
他　

６
月
24
日
㈰
の
午
前

９
時
～
午
後
３
時
は
、
彦
根

駅
前
通
り
で
交
通
規
制
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興

課
☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
り
本
尊

を
確
認
し
て
故
地
に
も
ど
し
、
現

在
の
寺
観
が
整
え
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

　

蓮
台
寺
町
の
集
落
の
東
端
に

は
、
今
も
周
囲
よ
り
一
段
高
く

な
っ
た
畑
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
初
期
に
描
か
れ
た
「
蓮

台
寺
村
耕
地
絵
図
」
を
見
る
と
、

周
囲
を
道
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

地
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
辺
り
一
帯
に
蓮
台
寺
氏

の
平
地
城
館
が
存
在
し
た
と
伝
え

て
い
ま
す
（
上
図
の
破
線
で
囲
ん

だ
部
分
）。
昭
和
38
年
、
そ
の
一

隅
に
関
係
者
に
よ
っ
て
「
河
瀬
蓮

台
寺
城
址
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

大
宇
氏
と
宇
尾
城

　

宇
尾
町
は
、
か
つ
て
「
大
宇
」

と
も
呼
ば
れ
、
河
瀬
一
族
で
あ
る

大
宇
大や

ま

和と
の

守か
み

高た
か

秀ひ
で

と
秀ひ

で

則の
り

２
代
が

大
宇
氏
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

蓮
台
寺
氏
と
蓮
台
寺
城

　

蓮
台
寺
町
は
、
河
瀬
氏
の
一
族

で
あ
る
蓮
台
寺
房ふ

さ

盛も
り

が
居
城
と
し

た
地
で
す
。
蓮
台
寺
氏
は
、
京
極

氏
の
零れ

い

落ら
く

の
後
は
、
浅
井
氏
の
被ひ

官か
ん

（
家
臣
）
と
し
て
村
落
支
配
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
蓮
台

寺
は
、
河
瀬
一
族
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

妙み
ょ
う

心し
ん

寺じ

派
の
寺

院
で
す
が
、
織
田
信
長
に
よ
る
破

却
に
よ
っ
て
衰
え
、
本
尊
の
大だ

い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

も
行ゆ

く

方え

知
れ
ず
と
な
っ
て
い

な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
窪
地
の

周
辺
は
果
樹
園
が
営
ま
れ
、
梅
林

の
中
に
「
河
瀬
大
和
守
秀
則
屋
敷

址
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が
往
時
の

姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
で
あ
る
『
淡お

う

海み

木こ

間ま

攫ざ
ら
え』

に
は
、
河
瀬
氏
・
蓮

台
寺
氏
・
大
宇
氏
の
３
家
が
「
犬

上
衆
」
と
呼
ば
れ
、
浅
井
氏
に

従
っ
て
姉
川
合
戦
で
活
躍
し
た
こ

と
、
織
田
信
長
に
よ
る
小
谷
城
総

攻
撃
で
は
浅
井
氏
一
族
と
と
も
に

討
死
し
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26
‐
５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26
‐
５
８
９
９
番

居
城
し
た
所
で
す
。
高
秀
は
、
一

時
期
、
隣
村
の
甘か

ん

呂ろ

に
居
住
し
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
後
に
当
地
に

城
館
を
移
し
て
、
大
宇
と
名
乗
り

を
改
め
た
と
言
い
ま
す
。

　

宇
尾
の
現
集
落
の
北
端
に
は
、

当
地
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

で
あ
る
白は

く

山さ
ん

神
社

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
宮
地
を
含

む
北
側
一
帯
に
、
か
つ
て
大
宇
氏

の
平
地
城
館
が
存
在
し
た
と
伝
え

て
い
ま
す
（
右
図
の
破
線
で
囲
ん

だ
部
分
）。
明
治
時
代
初
期
に
描

か
れ
た
「
宇
尾
邑む

ら

耕
地
絵
図
」
を

見
る
と
、
街
道
や
水
路
で
囲
ま
れ

た
区
画
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
北
端
に
は「
ハ
ン
ゾ
の
池
」

と
通
称
さ
れ
る
城
館
当
時
の
池
が

描
か
れ
て
お
り
、
現
在
も
窪く

ぼ

地ち

と

河
瀬
一
族

　

広
報
ひ
こ
ね
５
月
１
日
号
で
ご

紹
介
し
た
よ
う
に
、
川
瀬
馬
場
の

地
に
城
館
を
構
え
た
と
伝
え
る
の

が
河
瀬
氏
で
し
た
。
河
瀬
氏
は
、

古
く
か
ら
河
瀬
荘
の
現
地
管
理
を

荘
園
領
主
か
ら
委ゆ

だ

ね
ら
れ
た
荘

し
ょ
う

管か
ん

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
し
だ
い

に
川
瀬
馬
場
を
本
拠
と
し
て
武
士

化
し
、
城
館
を
築
く
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
河
瀬

氏
は
京
極
氏
の
流
れ
を
く
み
、
蓮

台
寺
氏
、
大
宇
氏
、
そ
し
て
多
賀

社
の
神
官
を
兼
ね
て
い
た
多
賀
氏

な
ど
も
一
族
で
し
た
。

　

今
回
は
、
一
族
の
蓮
台
寺
氏
と

▲「蓮台寺村耕地絵図」（部分）に描かれた
　蓮台寺城跡

 

教
育
委
員
会
文
化
財

課
で
は
、地
域
に
埋
も
れ
た

文
化
財
資
料
を
探
し
て
い

ま
す
。
ご
存
じ
で
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲蓮台寺城跡に建てら
　れた石碑

◀
「
宇
尾
邑
耕
地
絵
図
」（
部
分
）
に
描
か

れ
た
宇
尾
城
跡

▲宇尾城跡に建
てられた石碑

科
学
教
育
の
充
実

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

子
ど
も
た
ち
の
科
学
へ
の
好
奇

心
や
探
究
心
を
引
き
出
し
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
い
た
だ

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

圏
域
で
取
り
組
む
地
域
人
材
の
育
成

く
た
め
、
ま
た
、
国
際
科
学
技
術

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
科
学
で
世

界
に
挑
戦
で
き
る
機
会
を
提
供
す

る
た
め
に
、
自
律
型
の
ロ
ボ
ッ
ト

と
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
「
自
律
型

サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
で
あ
る
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ

ア
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
」へ
は
、彦

根
市
か
ら
３
年
連
続
で
出
場
チ
ー

ム
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
射
線
測
定
や
超
伝

導
な
ど
の
実
験
を
行
う
「
子
ど
も

科
学
教
室
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
学
生
・
社
会
人
向
け
に
は
、
就

職
、
技
能
習
得
に
役
立
つ
「
基
礎

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
ス
キ
ル
講
座
」

な
ど
を
開
催
し
、
次
代
に
必
要
と

さ
れ
る
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４
番

彦
根
市
子
ど
も
天
文
講
座

　

彦
根
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
は
、

屈
折
式
２
０
０
㎜
口
径
の
望
遠
鏡

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
年
も

こ
の
望
遠
鏡
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
天
文
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
立

地
を
利
用
し
て
、
科
学
教
室
や
自

然
教
室
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー 

☎
28-

３
６
４
５
番

国
際
教
育
の
充
実

姉
妹
都
市
等
と
の
交
流
事
業

　

国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
か
ら

各
市
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
児
童

生
徒
の
海
外
派
遣
や
姉
妹
都
市
交

流
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課 

☎

30-

６
１
０
１
番

国
際
理
解
教
育
の
推
進

　

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る

人
々
が
、
互
い
の
文
化
的
違
い
を

認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と

し
て
と
も
に
生
き
て
い
く
「
多
文

化
共
生
社
会
」を
つ
く
る
た
め
、国

際
理
解
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
な
ど
へ
講
師
を
派

遣
し
、
他
国
の
文
化
や
遊
び
の
紹

介
、
疑
似
体
験
な
ど
を
行
う
参
加

型
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
導
者
の
養
成
や
教
材
開

発
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

☎
30-

６
１
１
３
番

体
験
活
動
等
の
実
施

荒
神
山
自
然
の
家 

子
ど
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

夏
休
み
の
８
月
18
日
㈯
・
同
19

日
㈰
に
、
圏
域
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
、
荒
神
山
自
然
の
家
で
１

泊
２
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
自

然
体
験
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深

め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

荒
神
山
自
然

の
家
☎
28-

１
８
７
１
番

　

人
材
育
成
部
会
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
確
か
な
学
力
や

豊
か
な
心
を
身
に
付
け
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成

を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
密
着
型
の
知
的
産
業
創
出
に
向
け
た
科
学
教
育
の

充
実
を
始
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
し
た
国
際
交
流
を
深
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
国
際
教
育
の
充
実
等
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
体
験
活
動
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
え
る
指
導
者
の
育
成
等
を
図
り
ま
す
。

　

左
に
掲
げ
た
３
つ
の
柱
ご
と
に
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

科学教育の充実
　彦根市サイエンスプロジェクト
　彦根市子ども天文講座

国際教育の充実
　姉妹都市等との交流事業
　国際理解教育の推進

体験活動等の実施
　荒神山自然の家 子どもチャレンジサマーキャンプ

▲彦根市中学生北米研修派遣

▲ロボカップジュニアジャパンオープン決
勝トーナメントに進出した、彦根ノード
のチーム「白虎」
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と
）
を
経
て
、須す

越ご
し

村
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
時
は
船
で
表
御
殿
ま
で
帰
り
ま

し
た
が
、巡

じ
ゅ
ん

礼れ
い

街
道
や
朝
鮮
人
街
道
を
陸

路
で
帰
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
御
出
留
」
に
は
、「
古こ

城じ
ょ
う

山や
ま

」

（
佐
和
山
の
こ
と
）や
高
宮
川
原
に
置
か
れ

た
鉄
砲
の
練
習
場
で
あ
る
「
丁

ち
ょ
う

場ば

」
や
、

野の

田だ

山や
ま

村
な
ど
に
あ
る
家
老
ク
ラ
ス
の

藩
士
の
屋
敷
で
あ
る
「
別べ

っ

所し
ょ

」
な
ど
に
赴

い
た
時
の
様
子
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、城
下
町
郊
外
に
あ
る

藩
関
係
の
施
設
や
そ
の
使
わ
れ
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
貴
重
で

す
。

　
「
御
出
留
」
か
ら
は
、
藩
主
の
行
動
の

詳
細
を
復
原
で
き
る
と
同
時
に
、彦
根
と

い
う
地
域
の
自
然
条
件
や
風
土
と
一
体

と
な
っ
て
、彦
根
藩
主
独
特
の
生
活
文
化

が
形
作
ら
れ
て
い
る
様
子
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一
）

す
。

　

文
化
９
年
６
月
、
こ
の
年
の
２
月
に

藩
主
と
な
っ
た
井
伊
直な

お

亮あ
き

が
彦
根
に
帰

国
し
、
翌
10
年
４
月
に
江
戸
に
参
勤
す

る
ま
で
の
10
か
月
間
を
彦
根
で
過
ご
し

ま
し
た
。
青
年
藩
主
直
亮
の
19
歳
か
ら

20
歳
に
か
け
て
の
時
期
で
す
。「
側
役
日

記
」
は
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
の

も
の
、
ま
た
「
御
出
留
」
は
６
月
か
ら

翌
10
年
４
月
ま
で
の
期
間
の
も

の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
御
出
留
」
に
は
、
井
伊
家
の

菩
提
寺
で
あ
る
清せ

い

凉り
ょ
う

寺じ

な
ど
の

寺
社
へ
の
参
詣
を
除
い
た
外
出

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
は
、

10
か
月
間
で
合
計
56
回
。
月
別
の

内
訳
は
、
６
月
３
回
、
７
月
７
回
、

８
月
６
回
、
９
月
６
回
、
10
月
６

回
、
11
月
６
回
、
12
月
６
回
、
正

月
２
回
、
２
月
５
回
、
３
月
５
回
、

４
月
４
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外

出
の
目
的
は
、
６
月
か
ら
10
月
上

旬
ま
で
が
川
辺
で
の
釣
り
や
琵

琶
湖
で
の
大
網
、
10
月
上
旬
か
ら

翌
年
４
月
ま
で
が
鷹た

か

狩が

り
が
多

　
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」（
重
要
文
化

財
、
彦
根
城
博
物
館
蔵
）
に
、
文
化
９
年

（
１
８
１
２
）
の
「
御お

出い
で

留と
め

」
と
い
う
古
文

書
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（
写
真
）。「
御

出
留
」
は
藩
主
側
近
で
あ
る
側そ

ば

役や
く

が
記

し
た
彦
根
藩
主
の
外
出
記
録
で
す
。
藩

主
が
暮
ら
し
た
表

お
も
て

御ご

殿て
ん

（
現
在
の
彦
根

城
博
物
館
）
で
の
行
動
を
側
役
が
記
し

た
「
側
役
日
記
」
と
対
と
な
る
も
の
で

彦
根
藩
主
の
外
出
記
録—

「
御
出
留
」—

く
、９
月
に
は
「
里さ

と

根ね

御お

山や
ま

」
で
の
松
茸

狩
り
、
２
月
に
は
、
鳥
居
本
宿
方
面
や

八や

重え

練ね
り

村
（
現
多
賀
町
）
で
の
鹿
狩
り
な

ど
が
見
ら
れ
ま
す
。
鷹
狩
り
は
、
単
な

る
レ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
、
将
軍
か
ら
拝

領
し
た
鷹
で
鴨か

も

と
雁が

ん

を
獲
り
、
将
軍
に

献
上
す
る
と
い
う
重
要
な
儀
礼
を
伴
う

も
の
で
し
た
。
行
動
範
囲
は
、
城
下
町

か
ら
出
て
周
辺
の
村
方
や
琵
琶
湖
の
内

湖
を
巡
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
北

限
は
朝あ

さ

妻づ
ま

川が
わ

、
南
限
は
愛え

知ち

川が
わ

堤
で
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
場
所
を
巡
る
と
き
の
直
亮

の
移
動
方
法
は
、
駕か

籠ご

と
馬
、
船
、
歩
行

で
し
た
。
こ
の
中
で
も
、
船
を
巧た

く

み
に

使
い
、
琵
琶
湖
の
内
湖
を
往
き
来
す
る

点
に
、
湖
に
隣
接
す
る
地
域
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
文
化
９
年
11
月

18
日
の
鷹
狩
り
に
よ
る
外
出
の
順
路
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
午
前
７
時

頃
に
表
御
殿
を
出
発
し
た
直
亮
は
、
槻

け
や
き

御ご

殿て
ん

前
に
あ
っ
た
内
堀
の
「
御お

花は
な

畑ば
た
け

御お

舟ふ
な

着つ
き

」
か
ら
船
で
「
内う

ち

海う
み

」（
松
原
内

湖
）
に
行
き
、「
三さ

ん
の
ま
る丸
葭よ

し

」
を
巡
り
船
か

ら
鷹
狩
り
を
行
い
、
そ
の
後
、
船
で
城

下
の
南
西
側
に
移
動
し
、
大お

お

藪や
ぶ

村
内
を

巡
り
、
さ
ら
に
南
下
し
、
八は

っ

坂さ
か

村
、
三み

津つ

屋や

村
の
「
野の

田だ

」（
内
湖
の
沼
地
の
こ

▲文化９年11月18日における井伊直亮の鷹狩りの記事
　（「御出留」より）

　

写
真
の
資
料
は
、
常
設
展
示

「
”
ほ
ん
も
の
“
と
の
出
会
い
」

で
６
月
20
日
㈬
か
ら
８
月
27
日

㈪
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
（
期

間
中
無
休
）。
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

鈴す
ず

居い

陸り
く

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

小お

笠が
さ

原わ
ら

樹じ
ゅ

杏あ
ん

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

酒さ
け

野の

心こ
こ
ろ

ち
ゃ
ん

（
小
泉
町
）
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通

巻
第

1
2

6
8

号
（

 平
成

2
4

年
6

月
１

日
発

行
）

▶
「

広
報

ひ
こ

ね
」

は
大

豆
油

イ
ン

キ
を

包
含

し
た

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
▶

廃
棄

す
る

場
合

に
は

古
紙

回
収

に
出

し
て

く
だ

さ
い

。
▶

こ
の

「
広

報
ひ

こ
ね

」
は

4
9

,3
8

0
部

作
成

し
、

１
部

当
た

り
の

単
価

は
1

0
円（

１
円

未
満

切
り

捨
て

）で
す

。た
だ

し
、原

稿
作

成
・

編
集

な
ど

に
か

か
る

職
員

の
人

件
費

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

　5月13日、ひこね市文化プ
ラザで、「春の市民音楽祭」が
開催されました。
　いなえ少年少女合唱団、歌声
倶楽部ら・ら・ら、コーラス

「るん・るん」など 11 団体が、
日頃の練習の成果を発表し、訪
れた人たちは合唱や演奏に聞
き入っていました。また、団体
の発表の合間には、「ふるさと」を客席も交えて歌う場面が見られました。

春
の
市
民
音
楽
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た

人口と世帯数
　　　　　　平成24年５月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,４９２人（＋２３５）
　  ５５,５８９人（＋１２１）

５６,９０３人（＋１１４）
４４,３５７世帯　（＋２５１）

表
紙
の
写
真

　

５
月
18
日
、
亀
山
小
学
校
で
交

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
が
安
全
な
歩
行
の
仕
方

な
ど
に
つ
い
て
実
技
を
通
し
て

学
べ
る
よ
う
、
彦
根
警
察
署
、
彦

根
交
通
安
全
協
会
亀
山
支
部
の

協
力
の
も
と
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

彦
根
警
察
署
の
警
察
官
が
、
低

学
年
の
児
童
に
は
安
全
な
歩
行

の
仕
方
、
中
・
高
学
年
の
児
童
に

は
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て

説
明
を
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
自
転
車
の
実
技
で
、

「
ブ
レ
ー
キ
が
き
く
か
」「
タ
イ
ヤ

に
空
気
が
入
っ
て
い
る
か
」
な
ど

の
点
検
・
整
備
を
行
っ
た
り
、「
自

転
車
は
左
側
通
行
」「
交
差
点
で

は
、
一い

っ

旦た
ん

止
ま
っ
て
安
全
確
認
を

す
る
」
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
教

わ
っ
た
り
し
て
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
登
下
校


